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〈学校教育目標〉
心身ともに健康で
自ら行動する生徒の育成

〈目指す生徒像〉
○夢を持ち、自ら学ぶ生徒（自主）
○心豊かで、思いやりのある生徒（敬愛）

○心身ともに健康な生徒（錬磨）

保護者アンケートへのご協力をありがとうございました
左表は、７月下旬に保護者の皆様にご回答をい

ただきました「教育活動に関する保護者アンケー
ト」の集計結果です。
今年度は臨時休業の影響で、生徒が登校し始め

たのが６月になってからでしたので、実質２ヶ月
弱という短期間でのアンケートということで、回
答しづらかった項目もあったかと思います。誠に
申し訳ございませんでした。ただ、学校としまし
ては、たとえ短期間であっても、その間に保護者
の皆様がお感じになったことを把握しまして、２
学期以降の教育活動に活かして参りたいとの趣旨
でアンケートを実施させていただきましたことを
ご理解いただければ幸いです。
さて、１２項目につきましてご回答をいただき

ましたが、そのうち２項目（③⑥）が「当てはま
る」「だいたい当てはまる」の割合の合計が９０％
に達しませんでした。
「③本校は一人一人の学力を伸ばすきめ細やか

な指導を行っている」につきまして、「学力向上は
保護者の方々及び生徒にとりまして切実な願い」
であると認識しております。そこで、その願いに
応えられるように指導法の研修、念入りな授業の
準備と実践、定期テスト前の学習会の充実を図る
ことを改めて職員間で確認をいたしました。２学
期以降、このことを全教員で実践できるよう努め
てまいります。
「⑥本校の生徒は、あいさつをきちんとする」

につきましては、２年前に私が本校に着任した当
時からの課題であり、その時から現在まで継続し
て「元気なあいさつのできる生徒の育成」を本校
の重要課題として指導を続けております。その成
果として、この２年間で元気にあいさつができる
生徒が徐々に増えてきてはおります。前号の「霞
西中だより」で、生徒アンケートの結果を掲載い
たしましたが、それを見ましても「あいさつ」を
意識する生徒が増えてきたことがわかります。今
後も「礼儀とコミュニケーションの基本であるあ
いさつ」の指導を継続し、元気なあいさつが響き
渡る霞西中を目指してまいります。

響かせろクラスハーモニー！ 目指せ最優秀賞！
１０月３１日（土）の午前中に、合唱コンク

ールを開催する予定です。新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止のために、今年は規
模を縮小して学年ごとの開催となりま
す。他の学年の合唱を聴くことができな
いのはとても残念なことではあります
が、どのクラスも最優秀賞を目指して、
思い出に残る感動的な合唱を創り上げて
ください。
なお、保護者の参観は各家庭１名のみ

とさせていただきます。

〈 合唱コンクール スローガン 〉
百 歌 繚 乱

～宇宙(そら)まで響け 大きな歌声～



おめでとうございます
☆歯ッピーフェスティバル図画・ポスターコンクール
【銅賞】 ２年 ○○○○

☆身体障害者福祉のための埼玉県児童生徒美術展
【入選】 ３年 ○○○○、○○○○

２年 ○○○○、○○○○、○○○○
○○○○

１年 ○○○○、○○○○、○○○○
○○○○

☆埼玉県新人体育大会兼県民総合スポーツ大会
【水泳】女子200ｍ個人メドレー第３位

２年 ○○○○
男子200ｍ個人メドレー第８位
２年 ○○○○

☆新人体育大会川越市予選会
【柔道】個人の部66kg級第１位 → 地区大会出場

２年 ○○○○
【ソフトテニス】
・個人の部第１位 → 県大会出場

２年 ○○○○・○○○○
・個人の部第２位 → 県大会出場

２年 ○○○○・○○○○
・団体の部第１位 → 県大会出場

２年 ○○○○・○○○○
○○○○・○○○○
○○○○・○○○○
○○○○・○○○○

個人戦と団体戦の両方を制覇し、完全優勝を果たした女子ソフトテニス部

10月(October)行事予定

子育て体験学習〈いのちの講座〉で「命の大切さ」を学びました
今年も３年生が「川越子育てネットワーク」の皆様の指導の下、子育て体験学

習〈いのちの講座〉を行いました。例年ですと、数名の赤ちゃんゲストとその保
護者の方々にも来ていただきますが、今回はコロナ禍ということで残念ながら、
それは叶いませんでした。代わりに赤ちゃんと同じ重さの首の据わりの悪い人形
を相手にした「沐浴体験」「だっこ・おんぶ紐体験」「疑似ミルクづくり体験」、
４kgの水袋を入れたエプロンを着用した「妊婦体験」を行いました。その後、誕
生学アドバイザーの講義を聴き、「命の大切さ」について学びました。生徒から
は、「今、自分が居るということは、昔から命がつながれてきたということなの
で、自分の命も他人の命も大切にしたい」「両親が大変な思いをして育ててくれ
たことに感謝しました。そして、命の大切さを改めて実感しました」「こうして生きているのは奇跡のようなこ
とだと知って、自分を支えてくれる人に感謝の気持ちを持って接するようにしたい」等の感想がありました。

引渡訓練を実施します
昨年度、本校は文部科学省委託事業のモ

デル校の指定を受けて安全教育の研究を進
めてまいりました。
その成果をさらに充実発展させるために、

今年度と来年度の２年間、川越市教育委員会
の研究委嘱を受けまして、安全教育について
継続して研究を進めてまいります。その一環と
しまして、本校にとって初めてとなる「引渡訓
練」を１０月３１日（土）に実施いたします。
当日は、学年ごとに「合唱コンクール」を実

施し、それが終了次第、学年ごとに「引渡訓
練」を行います。引渡訓練の詳細につきまし
ては、後日、改めまして文書でお知らせいた
します。

【 元本校職員 ○○○○ 氏 筆 】


